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メディアが報道する内容というものは決して一つの 「真実Jで はなく,送 り手の観点から構成さ

れた 「真実Jの 見方の一つに過ぎない。こうした点に長年無自覚だつた私は,情 報を吟味しながら

読み解く,メ ディア ・リテラシー教育の 「批判的読解力Jに 関″きを()つた。子どもに 「批判的読解

力Jを 育みたいと考えたが,私 はメディア リ テラシー教育を受けたことがないのにも関わらず,

「批判的読解力Jに 関心をもち,物 手を批判的に読解しようとしている。それならば,学 校教育に

はメディア ・リテラシー教育は必要ないのだろうか。

しかし,子 どもは誰もが, 自ら,毎 日のようにメディア,特 にテレビに接している。このテレビ

視聴という行為は,子 どもに共通の経験であり Fど 1)はそれについて非常に豊富な知識を持つて

いることが期待でき,何 より学校で学んだことが家庭において,無 理なく活用できるものであるた

め,授 業の教材として非常に価値があると考える.

本稿では,「学力Jと無関係に論じられがちなメディア リテラシー教育における 「批判的読解力」

を,こ の 「学力Jと の接点で論じていくt木研究の目的は)メディア リ テラシー教育における 「批

判的読解力Jの 育成が 「学力Jと どのように関わつているのかを明らかにすることである。

そのため,第 一に 「批判的読解力Jが 何なのかを規定せねばなるまい。何ができるようになれば

批判的読解力があるといえるのであろうか。また逆に)何 をできなければ批判的読解力は満足でな

いのだろうか。そこで 「批判的読解力育成の目標Jを 論じる必要がある。第二に 「学力Jと は何か

を規定せねばなるまい。そして,第 二に 「批判的読解力Jと 「学力Jを 結び付けるものは何かであ

る。この両者の接点を結び付けるために, メディア切F究を慨観して,そ の方法論から有効な手立て

を見出そうと考える。

第 1章では, こうした私の問題閣心を述べ.第 2吉 では 1情報Jの 考祭からスチュアー ト・ホー

ルのエンコーディング/デ コーディング理論を参考にし,「批判的読解力J育 成の大枠の目標を提

示した。続く第 3章 では, ウォルター リ ップマンの 『世論』を主に参考にし そ の目標とする項

目を具体的に提示した。第 4章 では,こ うした項目を育むため,実 際にニュース番組をどのように

利用できるかを,2008年 4月 22日 (火)の ltに放送された 「光市母子殺害事件の死刑判決Jの 事

例分析を通して考察した。そこから,「なぜ
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点において重要であることを明ら力Wこした。そして第5青 においてⅢこの 「なぜ
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のかという意識Jが 「批判的読解力Jと 「学力Jと の両者を育むために共通する視点である

ことを明らかにしたのである。


